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椿油ができるまで

私たちの暮らす伊豆大島は、嗜の生

育に適した自然環境であるため、たく

さんのヤブツバキが自生しています。

大島高校には、教育機関で｢ま世界初の

｢国際優秀つぱき園｣ があり、敷地内

に１０００本以上の椿が植えられてい

ます。初春に咲き終わった花はやがて

実をつけ、９月には成熟します。

成熟した椿の種を、一つ一つ手作業

で集め、天日で干します。農林科の全

生徒が力を合わせ、今年は約４５ｋｇ

もの種を集めることができました。

集めた種はていねいに選別し、状態

の良いものだけを、伊豆大島の椿油製

造業者である株式会社持に依頼し、搾

油・精製していただきました。

搾油と精製は、すぺての工程におい

て非加熱でおこなわれまず。私たちが

持ち込んだ種は、機械によってゆっく

りと搾られていき、その後、より純粋

な椿油にするため、１日以上時間をか

けて「ろ過」されます。

私たろの椿油は酸化値が低く、上質

な油であるとの評価をいただいており

ます。

このように、大島高校で集めた椿の

種は、多くの人の手によって最高品質

の椿油へと生まれ変わりました。

私たちの椿油は、さらっとしていて

伸 び がよ く 、 高 い

保 湿 力 で 肌 に う る

お い を 与 え ま す 。

ま だ:、 添 加 物 な

ど を 一 切力〔〕え て い

な い の で 、 赤ち ゃ

ん に も 安６ し て

使 って い た だ け ま

す。
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